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「ＪＲ連合ビジョン」の実践と
  政策の推進を通じて、
ＪＲ産業の持続的発展と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

次代を展望した運動で労使双方向の努力を進める
と訴える昆中央執行委員長

感染拡大が襲った経営危機を全力で支える所信を述べる荻山会長

八木大星代表幹事

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
８
月
28
日
、
岡
山
市
内
で
、

第
28
回
総
会
を
開
催
し
た
。
会
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、
出
席
者
を
来
賓
、
総
会

委
員
、
エ
リ
ア
連
合
担
当
、
幹
事
会
に
限
定
し
、
「
最
大
の

経
営
危
機
を
加
盟
単
組
・
労
使
が
一
丸
と
な
っ
て
克
服
し
、

安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
を
創

造
し
よ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
厳
し
い
経
営

環
境
下
で
の
一
層
の
団
結
を
意
志
統
一
し
た
。

Ｊ
Ｒ
北
労
組
合
第
18
回
定
期
大
会

 

厳
し
い
経
営
状
況
下
で

あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
へ
の
努
力
を

第27回賃金実態調査を
実施しています

　ＪＲ連合は、２０２１春季生活闘争方針の策
定をはじめとした労働政策議論に反映すべく、
第27回賃金実態等調査を９月支給分の賃金を対
象に実施しています。
　基本賃金の向上ならびに諸制度改善を図るべ
く、全組合員の協力をお願いします。

対象：全組合員（出向以外の休職者、および契
約・パート社員、賃金がバス会社基準
で支払われている出向者・プロパー社
員組合員は含みません。ＪＲ西労組・
ＪＲ九州労組は別途）

 バス関係労働者は、10月
 支給分賃金です

各単組・組合員の皆さんの
ご協力をお願いします。

　

冒
頭
、
幹
事
会
を
代
表
し
て

八
木
大
星
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西

日
本
連
合
・
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組

執
行
委
員
長
）
が
挨
拶
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
端
を
発
し
た
こ
の
間
の
取

り
組
み
を
振
り
返
っ
た
う
え
で
、

今
後
の
社
会
変
容
を
見
据
え
た

安
全
衛
生
活
動
の
充
実
や
働
き

方
の
検
討
、
直
近
の
課
題
で
あ

る
年
末
手
当
交
渉
や
２
０
２
１

春
季
生
活
闘
争
に
関
し
て
所
信

を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ

禍
で
労
働
組
合
の
存
在
が
再
認

識
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
Ｊ
Ｒ
発
足
以
来
最
大
の
経
営

危
機
に
直
面
し
て
い
る
今
こ
そ
、

組
織
強
化
・
拡
大
を
図
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
」
と
し
て
、
「
コ

ロ
ナ
禍
を
理
由
に
組
合
活
動
を

停
滞
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
加

盟
全
単
組
が
『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
』
を
実
践
し
、
不
安
を
抱
え

る
組
合
員
に
寄
り
添
い
、
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
健
全
な

労
使
関
係
を
基
礎
に
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
荻
山
市
朗
会

長
、
尾
形
泰
二
郎
事
務
局
長
、

開
催
エ
リ
ア
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連

合
か
ら
上
村
良
成
議
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
副
会
長
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中

央
執
行
委
員
長
）
、
交
運
共
済

か
ら
は
松
岡
裕
次
理
事
長
が
出

席
し
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を

受
け
た
。

　

議
事
で
は
、
幹
事
会
が
２
０

１
９
年
度
活
動
報
告
と
２
０
２

０
年
度
活
動
方
針
案
を
提
案
後
、

一
旦
休
会
し
て
分
科
会
別
討
議

を
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
労
使
の

取
り
組
み
や
各
単
組
の
活
動
状

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
労

組
）
が
退
任
し
、
山
内
雄
三
氏

（
同
）
を
選
出
。
八
木
代
表
幹

事
を
は
じ
め
、
他
の
幹
事
は
全

員
再
選
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
難
局
を
加
盟

93
単
組
・
３
万
人
の
仲
間
が
一

丸
と
な
っ
て
克
服
し
て
い
く
決

意
を
固
め
合
う
と
と
も
に
、
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
の
特

長
で
あ
る
「
横
の
つ
な
が
り
」

の
強
化
や
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
実
践
等
を
確
認
し
、
八

木
代
表
幹
事
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
反
転
攻
勢
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
。

況
、
現
下
の
経
営
状
況
等
を
中

心
に
闊
達
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
終
了
後
に
再
開
し
た
議

事
で
は
、
各
分
科
会
の
代
表
者

か
ら
討
議
内
容
の
報
告
を
受
け
、

全
体
で
共
有
化
を
図
っ
た
後
、

質
疑
・
応
答
を
経
て
、
全
議
案

が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

幹
事
会
に
つ
い
て
は
、
森
長
健

士
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
・

　

９
月
12
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
青

年
・
女
性
委
員
会
は
第
29
回

定
期
総
会
を
開
催
し
、｢

心
ひ

と
つ
に
〜
仲
間
と
と
も
に
明
る

い
未
来
へ
〜｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
向
こ
う
１
年
間
の
活

動
方
針
を
決
定
し
た
。

　

今
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
の
観

点
か
ら
、
大
阪
市
内
に
メ
イ
ン

会
場
を
据
え
つ
つ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ラ
イ

ブ
形
式
と
し
、
総
勢
75
人
が

参
集
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

荻
山
市
朗
会
長
、
中
村
鉄
平
交

通
政
策
部
長
（
青
女
担
当
）
が

出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
鶴
石

貢
議
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
に
つ

い
て
触
れ
「
政
府
等
へ
の
要
請

行
動
を
実
施
す
る
な
ど
、
最
大

の
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
う

え
で
、「
Ｊ
Ｒ
連
合
ふ
れ
あ
い
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
紹
介
し
、
「
こ

う
い
う
と
き
こ
そ
、
労
働
組
合

と
し
て
働
く
仲
間
が
互
い
に
支

え
合
う
こ
と
が
重
要
」
と
呼
び

か
け
た
。
そ
の
後
、
①
自
然
災

害
を
は
じ
め
と
す
る
政
策
課
題

と
政
治
と
の
関
わ
り
、
②
安
全

確
立
の
取
り
組
み
、
③
組
織
の

強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
考
え
を

示
し
、
第
25
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

決
意
を
語
っ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
幹
事
会
か
ら

経
過
報
告
・
活
動
方
針
を
提
起

し
た
後
、
８
人
の
総
会
委
員
・

特
別
委
員
か
ら
安
全
確
立
、
民

主
化
闘
争
、
組
織
課
題
、
政
策

活
動
、
そ
し
て
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で

の
活
動
の
あ
り
方
な
ど
、
方
針

を
補
強
す
る
発
言
が
あ
り
、
中

間
答
弁
、
島
口
明
典
事
務
長
か

ら
の
総
括
答
弁
を
行
っ
た
。
活

動
方
針
に
つ
い
て
は
モ
ニ
タ
ー

上
の
挙
手
に
よ
っ
て
賛
否
を
確

認
。
全
員
再
任
で
の
役
員
体
制
と

と
も
に
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

最
後
に
総
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
、
鶴
石
議
長
の
か
け
声
の

も
と
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
行

い
、
難
局
に
立
ち
む
か
う
決

意
を
固
め
合
っ
た
。

強
す
る
発
言
が
あ
り
、
執
行
部

か
ら
の
答
弁
を
経
て
、
園
木
寬

嗣
書
記
長
か
ら
総
括
答
弁
を
行

い
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
昆
中
央
執

行
委
員
長
を
再
任
し
、
新
た
に

越
後
真
一
中
央
執
行
副
委
員
長
、

人
見
圭
一
書
記
長
を
選
出
す
る

な
ど
、
新
執
行
部
体
制
が
確
立

さ
れ
た
。
大
会
宣
言
お
よ
び

「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
自
立
に

向
け
た
決
議
」
を
採
択
し
た
後
、

昆
委
員
長
に
よ
る
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

経
営
自
立
を
実
現
し
て
い
く
決

意
を
固
め
合
っ
た
。

が
出
席
し
、
激
励
と
連
帯
の
挨

拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
か
ら
提

起
さ
れ
た
運
動
方
針
に
対
し
て

８
人
の
代
議
員
か
ら
方
針
を
補

ン
」
に
基
づ
く
組
織
活
動
に
対

す
る
所
感
を
示
し
た
う
え
で
、

大
会
へ
の
積
極
的
な
参
画
を
要

請
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻

山
会
長
、
中
村
交
通
政
策
部
長

り
、
あ
ら
ゆ

る
取
り
組
み

を
双
方
の
努

力
で
進
め
て

い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」

と
訴
え
た
。

そ
の
後
、
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の

経
営
自
立
に

む
け
た
取
り

組
み
、「
Ｊ
Ｒ

連
合
ビ
ジ
ョ

一
が
図
ら
れ
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
昆
弘

美
中
央
執
行
委
員
長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

「
収
束
の
兆
し
が
見
え
な
い
状

況
に
あ
り
、
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
試
練
」
と
延
べ
、

四
半
期
決
算
の
状
況
を
説
明
し
、

経
営
状
況
が
厳
し
い
中
で
「
こ

の
難
局
を
打
開
す
る
た
め
に
は

労
使
が
結
束
し
て
、
知
恵
を
絞

だ
っ
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状
況

に
鑑
み
て
延
期
し
た
こ
と
か
ら
、

延
期
の
承
認
を
確
認
し
た
上
で

出
席
者
を
最
小
限
に
抑
え
る
な

ど
、
感
染
予
防
対
策
を
入
念
に

行
い
な
が
ら
開
催
す
る
運
び
と

な
っ
た
。
ま
た
、
開
会
前
に
は
、

昨
年
の
大
会
以
降
に
新
規
加
入

し
た
仲
間
13
人
が
紹
介
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
歓
迎
し
、
さ
ら

な
る
組
織
拡
大
に
む
け
意
志
統

　

Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
９
月
５

日
、
札
幌
市
内
に
お
い
て
、
第

18
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
次
代
を
展
望

し
た
労
働
運
動
を
展
開
し
、
安

全
最
優
先
の
確
立
と
政
策
課
題
、

組
織
課
題
を
解
決
し
、
労
働
者

の
生
活
向
上
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
維

持
発
展
を
実
現
し
よ
う
」
を
掲

げ
、
道
内
各
地
か
ら
約
70
人
が

参
集
し
た
。

　

本
大
会
は
７
月
に
開
催
予
定

青
年
・
女
性
委
員
会
第
29
回
定
期
総
会

 

仲
間
づ
く
り
の
た
め
に

〝
新
し
い
当
た
り
前
〞を

ＪＲグループ労組連絡会第28回総会

加盟単組・労使が
一丸となって難局を克服

ＪＲグループ労組連絡会第28回総会

加盟単組・労使が
一丸となって難局を克服

「ＪＲ産業に関わる緊急政策課題の解決を
求める署名」へのご協力をお願いします！
　コロナ禍の厳しい局面を乗り越え、将来にわたって
持続可能なＪＲ産業であり続けるために、①雇用調整
助成金の特例措置の延長、②固定資産税をはじめとす
る諸税や社会保険料など公租公課の負担軽減、③ＪＲ
北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物の経営自立の絵姿を明確
にした上での2021年度以降における支援（予算・税制）
の継続・拡充、以上３点が実行されるよう、それらを
所管する総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣及び国土
交通大臣に宛てて要請行動を展開し、その際に提出す
るための署名活動に取り組みます。
　詳細は、組合役員にお尋ねいただくか、下記ＱＲコー
ドからＪＲ連合ＨＰを参照してください。
　ＪＲ7単組、グループ93単組の全組合員
と家族はもとより、ＪＲ連合加盟単組に
加入されていない皆さんも含めた積極的
なご協力をお願いします！

が
開
催
で

き
な
か
っ

た
こ
と
か

ら
「
仲
間

づ
く
り
の

貴
重
な
機

会
を
提
供

で
き
る
よ

う
、
〝
新

し
い
当
た

り
前
〞
を

つ
く
っ
て

い
く
」
と

仲間同士の支え合いの大切さを呼び掛ける鶴石議長
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「ＪＲ連合ビジョン」の実践を呼びかける

役員紹介

Ｊ
Ｒ
西
労
組 

中
央
本
部

中
央
執
行
委
員

 

川 

原 

晃 

一 

さ
ん

厳
し
い
視
線
を
感
じ
、
前
を
む
い
て
歩
け

な
い
経
験
も
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
困

難
の
中
で
も
、
憔
悴
し
て
い
る
組
合
員
を

分
会
役
員
と
し
て
鼓
舞
し
続
け
、
仲
間
と

と
も
に
乗
り
越
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
今
日
ま
で
の
労

働
運
動
に
活
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
っ
て
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す

が
、
１
歩
を
踏
み
出
す
か
ら
こ
そ
、
２

歩
、
３
歩
と
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

る
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
、
全
組
合
員
の

創
意
工
夫
で
新
た
な
活
動
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
阪
に
こ
ら
れ
た
際
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労

組
本
部
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

愉
快
な
役
員
と
職
員
が
お
も
て
な
し
を
い

た
し
ま
す
。

初
は
目
も
当
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
焼
け
野

原
状
態
で
し
た
が
、
日
々
刻
刻
と
街
並
み

が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
番
被
害
の

大
き
か
っ
た
六
甲
道
駅
も
復
旧
し
全
線
開

通
し
た
時
に
は
、
み
ん
な
で
歓
喜
し
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
福
知
山
線
列
車
事
故
当
時
は
、

運
転
士
と
し
て
事
故
現
場
付
近
で
停
車

し
、
職
場
ま
で
徒
歩
で
帰
区
し
た
際
に
、

沿
線
の
方
か
ら
厳
し
い
お
叱
り
の
声
を
頂

戴
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
翌
日
以
降

も
、
職
場
か
ら
駅
に
む
か
う
間
に
ご
遺
体

安
置
所
と
な
っ
た
体
育
館
が
あ
り
、
ご
遺

族
様
と
思
わ
れ
る
方
々
と
す
れ
違
う
度
に

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
川
原
で
す
。
本
部
の
執

行
委
員
と
し
て
は
４
年
目
と
な
り
、
主
に

組
織
グ
ル
ー
プ
（
政
治
・
教
育
等
）
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
入
社
は
１
９
９
４
年

で
、
駅
・
車
掌
を
経
験
し
、
在
来
線
運
転

士
を
20
年
あ
ま
り
経
験
し
て
き
ま
し
た
。

趣
味
は
、
１
日
１
回
汗
を
か
く
こ
と
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
ジ
ム
通
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
休
み
が
と
れ
た
時
に
は
登
山
に
行
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
最
近

は
行
け
て
い
ま
せ
ん
が
）

　

入
社
１
年
目
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に

遭
遇
し
、
自
宅
か
ら
勤
務
地
で
あ
っ
た
灘

駅
ま
で
代
替
バ
ス
で
通
勤
し
ま
し
た
。
最

　ＪＲ各単組は、コロナ禍における働き方を含め、労働協約をはじめとす
る労使間のルール等を改訂する交渉を展開し、以下の通り４単組が各種労
働条件を改善する回答を引き出した。

セット加入でパワフル補償

マイカー共済（自動車総合補償）/自賠責共済

守るのはあなた自身とマイカーです。

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済

守るのは
あなたの家族と
マイホーム

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

変
厳
し
い
状
況

に
あ
る
今
こ
そ
、

将
来
を
展
望
し
、

次
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
取
り

組
み
を
各
単
組

と
連
携
し
て
進

め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

『
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ

ジ
ョ
ン
』
の
実

践
を
通
じ
て
組

織
強
化
と
、
Ｊ

Ｒ
連
合
に
結
集
で
き
て
い
な
い

仲
間
の
参
集
を
促
し
、
総
結
集

を
果
た
そ
う
。
そ
し
て
、
労
働

組
合
の
助
け
合
い
の
精
神
を

も
っ
て
声
を
掛
け
合
い
、
安

全
確
保
や
労
働
災
害
防
止
に
努

め
た
う
え
で
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
責
任
を

果
た
し
て
い
こ
う
」
と
檄
を
発

し
た
。

　

委
員
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
来
賓
は
招
聘
さ
れ

り
簡
潔
な
議
事
運
営
と
し
て
第

29
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
山
本

康
平
議
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
新
幹
線
地
方
本
部
執
行
委
員

長
）
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
大

に
お
い
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
に
配
慮
し
、
通
常
よ

　
Ｊ
Ｒ
連
合
関
東
地
方
協
議
会

は
、
８
月
27
日
、
東
京
都
内

　
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
は
、
９
月
９

日
、
名
古
屋
市
内
に
お
い
て
、

第
36
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
へ

の
配
慮
等
を
行
っ
た
上
で
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
「
安
全
最
優
先
の

行
動
・
組
織
強
化
・
連
帯
活
動

の
充
実 

Ｊ
Ｒ
東
海
グ
ル
ー
プ

に
働
く
労
働
者
が
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー

ム
で 

か
つ
て
な
い
難
局
を
乗

り
越
え 

組
合
員
と
家
族
の
幸

せ
を
実
現
し
よ
う
」
を
掲
げ
、

難
局
を
乗
り
越
え
、
展
望
を
切

り
拓
く
た
め
の
意
志
統
一
を
図
っ

た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
鎌
田

茂
会
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
副
会
長
・

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行

委
員
長
）
は
、
「
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
危
機
に
直

面
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

時
だ
か
ら
こ
そ
労
働
組
合
の
存

在
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。
こ

の
間
蓄
積
し
て
き
た
組
織
力
と
、

直
面
す
る
課
題
に
対
す
る
想
像

力
を
フ
ル
に
発
揮
し
、
す
べ
て

の
仲
間
の
雇
用
と
労
働
環
境
、

そ
し
て
安
全
衛
生
を
確
保
し
て

い
こ
う
。
様
々
な
職
種
・
業
態

で
働
く
仲
間
の
連
合
体
と
し
て
、

さ
ら
に
一
体
感
の
あ
る
組
織
を

め
ざ
し
、
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
』

で
運
動
を
積
み
上
げ
て
い
く
」

と
の
決
意
を
示
し
た
。

【ＪＲ西労組】
・育児する場合の保存休暇の使用範
囲拡大［社員、シニア社員及びシ
ニアリーダー社員］
（2020年10月１日から適用）〈コロ
ナ禍における時限的措置〉
・コロナ禍で実施した勤務等の制限
を撤廃した時限的措置を延長
・介護休暇の時間単位での取得可能
に［社員、契約社員、シニア社員
及びシニアリーダー社員］（2021
年１月１日から適用）
・新型コロナウイルス感染症に社員
等が感染した場合等の取扱い整理
・コロナ禍での会議・出張等の今後
のあり方の周知と整理
・テレワーク環境の更なる整備の検討
・電子決裁機能の支社展開

【ＪＲ東海ユニオン】
・在宅勤務の規定化
・フレックスタイム制の変更
・所定労働時間の短縮措置制度等の
変更
・育児休職（小学校）の変更および
育児休暇（小学校）の新設
・保存休暇制度の変更
・育児看護休暇および介護休暇の変
更
・６５歳定年に関する協定の条文の
改訂
・職務手当の支給方法の一部見直し
・特許等補償金制度の変更
・被服類定期貸与の見直し
・Jネットリモート端末、ＷＥＢ会
議用可搬型インターネット端末の
導入

・中央新幹線各工事事務所長の決裁
権限拡大　等

【ＪＲ四国労組】
・本人申請に基づく始終業時刻の変
更が可能に
・女性特有の休暇制度の名称を変更
・育児・介護休業法施行規則等の改
正への対応
・職務手当の支払い範囲を拡大
・特殊健康診断を兼ねる定期健康診
断受診を勤務扱いに
・コロナ禍の影響による結婚休暇特
例措置の延長
・列車乗務員として雇用する契約社
員の社員採用時の初任給等の新設
・契約社員の賃金控除項目の拡大

【ＪＲ九州労組】
・積立保存休暇及び保存休暇の使用
事由の拡大
・積立保存休暇及び保存休暇の使用
事由の見直し
・子を養育する場合の無給休暇の新
設
・育児を行うための勤務措置の適用
条件の見直し
・育児・介護を理由に退職した社員
及び地域社員を対象とした再雇用
制度の適用条件の見直し
・フレックスタイム制の適用範囲の
拡大
・テレワークの新設
・嘱託再雇用社員の出向期間の見直し
・宿泊料の見直し
・インフルエンザ予防接種費用の全
額負担

動
方
針
や

「
Ｊ
Ｒ
東
海

連
合
中
長
期

目
標
（
２
０

１
５
〜
２
０

２
４
）」の
改

訂
な
ど
に
対

し
て
23
人
の

代
議
員
か
ら

方
針
を
補
強

す
る
発
言
が

あ
り
、
執
行

な
か
っ
た
が
多
く
の
連
帯
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
会
場
内

で
共
有
を
図
っ
た
。

　

そ
の
後
、
各
議
案
に
対
す
る

審
議
が
な
さ
れ
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
最
後
に
、
委
員

会
宣
言
を
採
択
し
た
後
、
山
本

議
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締

め
く
く
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
九
州
地
方
協
議
会

は
、
９
月
12
日
、
福
岡
市
内
に

て
、
感
染
拡
大
対
策
を
講
じ
、

第
29
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し

た
。

　

中
原
博
徳
議
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合

副
会
長
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央

執
行
委
員
長
）
は
、
自
然
災
害
、

感
染
症
拡
大
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
へ
の
影
響
、
政
治
情
勢
に
触

れ
た
う
え
で
、
安
全
確
立
、
組

織
強
化
・
拡
大
、
政
策
課
題
解

決
、コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
、
春

季
生
活
闘
の
５
点
に
わ
た
っ
て

挨
拶
を
し
た
。
と
り
わ
け
、
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
「
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

全
体
が
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
厳
し

い
経
営
状
況
下
で
多
く
の
仲
間

が
不
安
を
抱
え
て
い
る
中
、
Ｊ

Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
の
め
ざ
す

『
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
語
り

合
い
』
の
理
念
の
も
と
、
今
こ

そ
労
働
組
合
の
意
義
・
役
割
を

広
く
語
り
掛
け
、
Ｊ
Ｒ
連
合
へ

の
総
結
集
に
む
け
た
取
り
組
み

議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
引
き
続
い

て
中
原
議
長
と
す
る
役
員
体
制

を
確
立
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
る
べ
く
力
強
い
団
結
が
ん

ば
ろ
う
で
意
志
統
一
を
図
っ
た
。

を
一
層
強
化
し

て
い
く
」と
決

意
を
述
べ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

は
中
山
耕
介
組

織
部
長
が
出
席

し
た
。

　

活
動
経
過
お

よ
び
活
動
方
針

案
が
提
起
さ
れ
、

質
疑
・
討
論
の

後
、
す
べ
て
の

不安を抱える仲間を支え、ＪＲ連合への総結
集を呼び掛ける

　

本
大
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を

は
じ
め
、
連
帯
す
る
多
く
の
仲

間
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
た
。

　

議
事
に
お
い
て
は
、
執
行
部

か
ら
提
起
さ
れ
た
今
年
度
の
運

部
か
ら
の
答
弁
、
尾
内
裕
昭
事

務
局
長
の
総
括
答
弁
を
経
て
、

す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。
大
会
は
、
最
後

に
鎌
田
会
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
奮
闘
を
誓
い
あ
っ
た
。労働組合の存在意義を訴え組織力と創造力の

発揮を促す

労働協約【労働条件等】改訂内容（概要）

九
州
地
協
第
29
回
定
期
委
員
会

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

『
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
語
り
合
い
』

関
東
地
協
第
29
回
定
期
委
員
会

 

助
け
合
い
の
精
神
で

責
任
を
果
た
そ
う

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
第
36
回
定
期
大
会

 
一
体
感
の
あ
る
組
織
を
め
ざ
し

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
』
で
運
動
を


